
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

施策： 道路網の整備

事業名： 国道34号等拡幅整備促進事業 現状維持 予算額
3,082 千円
2,752 ≫

財
源
内
訳

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円

一般財源 3,082 千円

　国、県等の関係機関に対して要望活動を行うことにより、国道３４号及び都市計画道路等の整備促進を
図る。現在、2つの期成会を組織し、活動を行っている。

　（１）国道34号等大村市内幹線道路整備促進期成会
　　　　市、市議会、商工会議所等の12団体を会員として構成する組織。
　　　　会員からの負担金を拠出し、県及び国土交通省に対し、国道34号はじめ、市内幹線道路の整備
        促進・早期完成について要望活動を実施する。
　（２）国道34号大村・諫早間整備促進期成会
　　　　国道34号大村-諫早間の４車線化への事業を強力に推進するため、大村・諫早両市の15団体で
        組織。
　　　　両市で負担金を拠出し、国土交通省等に対し、官民一体となって強力な要望活動を実施する。
　
　※補正予算：地元の声を中央（国）に届けるため、次年度予算案編成完了前の11月頃に大村市で、
　　　　　　　「国道34号大村・諫早間新規事業化総決起大会」を開催したい。

　国道34号大村・諫早間の4車線化や大村拡幅事業、市内幹線の都市計画道路等の整備については、新規
事業化や予算の確保等、整備促進を図るには、国等への要望活動が不可欠である。
 ※新規事業化（4車線化）に係る国の計画段階評価の最終である第3回九州地方小委員会が6月に開催さ
れ、大村・諫早間のルート案が了承されたところであり、今後は、長崎県による都市計画決定手続きが行
われることとなっている。平成30年度新規事業化に向けては、あと一歩のところまで来ており、「国道34
号大村・諫早間新規事業化総決起大会」を開催し、地元の声を中央に届けるものである。
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事業概要シート

【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

長崎県・国土交通省への要望回数 目標値 回 8 10

目標値

H32
(目標)

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

国道34号大村・諫早間新規事業化 目標値 事業化 0 1

国道34号大村拡幅進捗率
（事業費ベース）

目標値 ％ 96 97 97.5 98 99

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計
事業費 2,031 2,031 2,255 2,752 3,082 3,082 15,233

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0

一般財源 2,031 2,031 2,255 2,752 3,082 3,082 15,233
人件費 6,245 4,496 4,749 6,430 6,430 6,430 34,781
職員 0.71人 0.56人 0.62人 0.81人 0.81人 0.81人 4.32人

時間外勤務 440h 273h 120h 270h 270h 270h 1643h
嘱託員 0.00人

2次評価 １次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

　 国道34号は、県央地域の産業振興、地域活動の中枢となる主要幹線道路である。慢性的
な渋滞が発生している国道３４号（大村－諫早間）は、一日も早い安全な交通環境の整備が
求められており、積極的な要望活動は重要かつ必要なものである。

有効性
(施策貢献度)

 　全国的に道路事業費が縮小・削減されている中で、市内の幹線道路改良工事は、目標年
度完成へ向けた事業予算が確保されており、事業の進捗とともに、要望活動の効果が現れて
いる。

効率性
(コスト)

　国等へ要望している国道34号大村拡幅整備や都市計画道路池田沖田線、木場スマートインターチェ
ンジの整備においても事業予算が確保され、計画どおりに事業が進んでいる。特に、国道34号大村-諫
早間の新規事業化については、県央都市圏における交通ネットワークの重要な幹線道路であり、県央
地域の発展に大きく貢献することから、さらなる要望活動を展開していくこととしており、要望活動
費の削減はできない。（平成24年度から200千円削減）

9,512 50,014

1次評価 担当者の意見のとおり

フルコスト 8,276 6,527 7,004 9,182 9,512


